
自己評価（前年度） 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて自

己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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プロジェクト保育を進めていく中で、子ども一人ひとりの意見や思いを大切にし、子どもの声に

耳を傾ける事ができていたように感じます。また、プロジェクトだけではなく、日々の生活の中

でも、個々の成長に合わせ、保護者の方の思いも大切にしながら、成長を共有する事ができてい

ました。人権面では、職員によって言葉の掛け方や、話口調など、少し差が見られるので、引き

続き、人権の研修を大切にしながら、繰り返し行う事で、園全体が同じ思いで保育を進めていけ

るよう、努めていきたいと思います。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

34．職員・職員の家

族との「信頼」の構

築 

経営理念の周知徹底〕 経営理念の周知徹底を図るために、様々な機会

を捉えた経営理念の発信（説明）職員が受けた特別研修や委員会の内容

などをパート職員にもその都度伝え、周知するとともに、学べる環境を

作る(年３回） 

35.こども・子ども・

高齢者・障害者との

「信任」の構築 

〔発生時の訓練〕応急処置（ああかいかいほちょうれんこう）、災害時

等の避難、感染症対応などの訓練の実施 マニュアルの検証を行い、

様々な状況を想定した訓練を実施する（パート職員も含めて災害時の訓

練や会議を行う）（年１２回 毎月） 

38.地域の学校との

「信頼」の構築 

〔学校との相互理解〕 学校行事への参加や、園（施設）行事・自己評

価事業への招待等、”顔と顔の見える関係（世間話ができる関係）づく

り”に努め、相互理解を図る   

こども園と連携を図り、必要に応じて行事等に参加していく（年３回）

→行事の際に 

 


